
オープンイノベーション加速のための産学共創
プラットフォーム形成

本施策のねらい

○ 我が国の大学には、世界トップレベルの研究能力によって大きなインパクトを持つイノベーションを起こすポテ

ンシャルが存在するにもかかわらず、その活用の可能性、価値に関する企業への説明・提案は十分ではなく、
特に基礎研究については企業からの資金導入がわずかにとどまっている。他方で、海外の大学では、基礎研究
からの企業との協力に積極的に取り組み、その中で学生など若手の育成も行われている。

○ 我が国の大学においても、このような基礎研究からの産学連携を促進し、長期的視野を必要とするオープンイ
ノベーションへの大学の貢献を拡大するとともに、大学の教育研究の充実も同時に図るシステム作りが必要。

背景・課題

・企業が持つ技術戦略の重要課題の解決のみならず、その想定を超える革新的技術を大学が主導して構想し、基礎研究からの協力によって実現するこ
とを目指す計画を大学から提案し、共同研究を企画するとともに、知財活用や情報管理などの面で企業から信頼され、関心を集めるような戦略的マネジ
メントの実施体制を確立。

・これにより、多数の企業からの資金・人材の積極的導入を促進し、基礎研究による革新的技術のシーズ創出と学生など若手の育成を産学共同で実施。
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○共同研究１件当たりの受
入れ金額は、約半数が100
万円未満にとどまる。（平
均は約200万円）

科学技術・学術政策研究所ブックレット-3
「産学連携と大学発イノベーションの創出（ver.3）」

収益を伴う事業の可能な範囲の明確化、余裕金の運用対象範囲の拡大、寄附金収入の拡大、民間との共同研究・受託研
究の拡大等、規制緩和による自己収入拡大や外部資金獲得へのインセンティブ付与等による財源の多様化を促進する。

「科学技術イノベーション総合戦略2015」 (平成27年6月19日閣議決定)

第２部第１章 ３. （２）大学改革と研究資金改革の一体的推進

大学のイノベーション創出力強化及び
教育研究に対する民間支援拡大を実現

・世界市場で展開する新事業創出
・優れたイノベーターの創出

クローズ領域の
研究へ展開

国による支援

民間企業多数の企業からの
・研究資金
・研究者

の積極的導入

他大学等の
トップレベル研究者

１．大学全体の研究マネジメント体制の改革を促進
大学が保有する自らの知的資産を総動員して、企業のオープンイノベーションをリードす
る戦略的マネジメントの実施体制を構築。

２．組織的な研究企画と産学の対等な研究管理、成果共有化
革新的技術の実現を目指した計画を大学から提案するとともに、必要な研究チームを大
学が異分野融合等により機動的に組織し、企業と共同で研究管理。基盤的特許はプラッ
トフォーム内で共有。

３．研究と人材育成の一体的実施
共同研究の場に学生を含めた若手を主体性を持った研究者として参画させ、育成。

大学等が企業等と実施する共同研究の規模

○産学共創プラットフォー
ムを実現するための体制
整備支援

○企業からの資金・人材の
積極的導入を促進するた
めの共同研究費支援

平成２８年度要求・要望額：2,981百万円（新規）
うち優先課題推進枠要望額： 2,981百万円

※運営費交付金中の推計額含む
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